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今後も、引き続き、「まとまりのあるみどりによる区分」「河川流域・集水域による区分」「生物の生
息分布状況による区分」から区分けした７つのゾーンごとに、みどりを捉え、様々な取組を行ってい
きます。 

なお、計画の後半においても、各ゾーンは、現行計画と同区域とします。 
※詳細については、P.76 資料編１（４）「ゾーン区分について」参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《現行計画書 P.127 第Ⅵ章「７つのゾーン区分」参照》 

 

 
第  章 Ⅴ ゾーン別計画 

↓ゾーン区画追加 

（現行計画から変更なし。） 
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１ ゾーン別将来像 
今回、各ゾーンの将来像については、中間見直し時点で変更等が必要な情報の更新を行いました。

なお、自然環境の情報については、現行計画のままとなっています。 

（１）追浜・田浦・逸見ゾーン 

① 丘陵部の骨格となるみどりの保全・活用   
鷹取山、田浦梅の里、県立塚山公園を中心とした丘陵部の骨格となるみどりや、塚山風致地区や

自然環境保全地域は、関係法令・基準の適切な運用により保全します。また、都市公園などのみど
りの拠点は、必要に応じて市民がみどりに親しめる場として活用手法を検討します。 

主な施策 
《10》風致地区制度の運用による良好な風致の維持と保全の推進、《19》市街化区域内樹林地保
全支援制度の運用 など 

② 地域の貴重な自然環境の保全・活用に向けた検討   
市内の水辺地が減少している中、ホタルなどの水生生物が豊富に見られる田浦町４・５丁目、西

逸見町周辺、自然植生の残されている夏島貝塚、神奈川県生物多様性ホットスポットに選ばれてい
る鷹取山などがあります。これら地域の貴重な自然環境の保全・活用に向けて、必要に応じて検討
します。 

主な施策 
《2》生物多様性に向けた新たな取組、《14》「公共施設における自然植生の保全に向けた考え方」
の適切な運用《17》外来生物対策の推進 など 

③ みどりの拠点の充実及び適切な維持管理の推進   
貝山杏まつり、田浦梅林まつり、船越南郷公園さくらまつり、三浦按針祭観桜会など、都市公園

等では市内外から多くの人が訪れるイベントが開催されています。また、スポーツを楽しめる追浜
公園や、ハイキングの楽しめる鷹取山公園などがあり、これらみどりの拠点の充実及び適切な維持
管理を行います。さらに、交流拠点としても活用します。 

主な施策 《38》継承の森における活動の推進 など 

④ 市民・事業者によるみどりの保全・創出に向けた取り組みの推進   
地域ボランティアによる追浜中学校前と夏島貝塚通りでの「花いっぱい運動」は、地域住民のみ

ならず来訪者からも好評です。また、ゾーン内の事業者によるみどりの保全・創出に関する取り組
みは市内外で注目を集めており、今後もこれらの取り組みを推進します。 

主な施策 
《44》産・学・官等の連携及び役割分担によるみどりの保全・創出等の推進、《45》市民による
花いっぱい運動の実施 など 

⑤ 安全を優先した斜面緑地の保全に向けたあり方の検討   
ゾーン全域に分布している斜面緑地は、地域を特徴づける自然的景観を生み出しており、保全が

望まれています。一方、その多くが急傾斜地崩壊危険区域に指定されているため、安全を優先した
保全のあり方の検討が必要です。また、谷戸地域の低密度化に備え、長期的な視点から谷戸地域の
みどりの再生のあり方について検討します。 

主な施策 《1》気候変動等に適応した樹林地の保全 など 

⑥ みどりの保全に向けた県や隣接する市町との連携   

丘陵部のみどりは隣接する横浜市、逗子市、葉山町から連なって広がっています。これらを含む
本市のみどりを保全するため、県及び隣接市町との連携を図ります。 

主な施策 《43》県及び近隣自治体との広域的な連携の推進 など 

 

  樹林地などのみどり 

《現行計画書 P.128～131 第Ⅵ章１の更新》 

  交流・ネットワーク 

  自然環境 

  活動 

  防災 

  連携 
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（２）東京湾沿岸ゾーン 

① まとまりあるみどりとまちなかのみどりの保全・創出   
浦賀半島風致地区は、関係法令・基準の適切な運用により保全します。また、既存の街路樹の適

切な維持や、みどりの少ない場所への緑化などまちなかのみどりの保全・創出に努めます。 

主な施策 
《10》風致地区制度の運用による良好な風致の維持と保全の推進、《31》【道路】道路のみどりの
維持と緑化の推進 など 

② 地域の貴重な自然環境の保全・活用   
自然植生の残された諏訪公園と猿島公園や、馬堀自然教育園周辺など、地域の貴重な自然環境は、

保全・活用に向けて、必要に応じて検討します。 

主な施策 《2》生物多様性の確保に向けた取組、《17》外来生物対策の推進 など 

③ 歴史的・文化的資産と一体となったみどりの保全・再生   
かつて軍の要塞として利用され、一般の立ち入りが制限されていた猿島公園には、レンガ造りの

トンネルや要塞跡など多くの歴史的資産が残されています。これらの歴史的・文化的資産と一体と
なったみどりは、市内外の人々に楽しんでもらえるよう保全・活用します。 

主な施策 《12》保存樹木指定の検討、《15》指定文化財（天然記念物）の保全の継続 など 

④ みどりの拠点とネットワークの維持・活用   
三笠公園、うみかぜ公園、海辺つり公園など東京湾沿いの水と親しめるみどりの拠点や、自然・

人文博物館や馬堀自然教育園など研究・学習のできるみどりの拠点の充実及び適切な維持管理を行
い、交流拠点としても活用します。また、みどりの拠点をつなぐ 10,000 メートルプロムナードが
整備されており、さらなるみどりのネットワークの向上を図ります。 

主な施策 
《6》「湘南国際村めぐりの森」及び「重点的に緑地の保全に配慮を加えるべき地区」に関する緑
地の保全・再生、《24》横須賀エコツアーの推進 など 

⑤ 市民によるみどりの保全・活用に向けた取り組みの推進   
市民ボランティアにより、市役所前公園の花壇づくりが行われており、人々の目を楽しませてい

ます。このような市民活動が継続・発展されるよう、取り組みを推進します。 

主な施策 《45》市民による花いっぱい運動の実施 など 

⑥ 安全を優先した斜面緑地の保全に向けたあり方の検討   
斜面緑地は、自然的景観を生み出しており保全が望まれています。しかし、その多くが急傾斜地

崩壊危険区域に指定されているため、安全を優先した保全のあり方の検討が必要です。 

主な施策 《1》気候変動等に適応した樹林地の保全 など 

⑦ 本市の魅力あるみどりに親しめる事業の推進   
猿島の自然環境や遺跡、歴史、伝説について案内する「横須賀エコツアー」など、本市の魅力あ

るみどりに親しめる事業を推進します。 

主な施策 《24》横須賀エコツアーの推進 など 

 
 
  

《現行計画書 P.132～135 第Ⅵ章２の更新》 

  樹林地などのみどり 

  交流・ネットワーク 

  自然環境 

  活動 

  防災 

  みどりの活用と情報発信 

  特徴的なみどり 
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←後日、変更予定。 
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（３）浦賀・観音崎ゾーン 

① まとまりあるみどりの保全   
県立観音崎公園の樹林地や、浦賀半島風致地区は、関係法令・基準の適切な運用により保全しま

す。東京湾沿岸ゾーンとあわせて県立観音崎公園及び周辺の浦賀半島風致地区のみどりを保全しま
す。 

主な施策 《10》風致地区制度の運用による良好な風致の維持と保全の推進 など 

② 地域の貴重な自然環境の保全・活用に向けた検討   
東京湾に面した県立観音崎公園、燈明堂跡など、地域の貴重な自然環境は、保全・活用に向けて、

必要に応じて検討します。 
主な施策 《2》生物多様性の確保に向けた取組、《17》外来生物対策の推進 など 

③ 歴史的・文化的資産と一体的となったみどりの保全・活用   
浦賀は、三浦半島の中でも比較的早く発展した地域で、江戸時代には浦賀奉行が置かれ、日本海

軍の駆逐船建造で有名な浦賀ドック跡をはじめ、県立観音崎公園や千代ヶ崎砲台跡など歴史的資産
が多く残されています。これらの歴史的・文化的資産と一体となったみどりは、市内外の人々に楽
しんでもらえるよう保全・活用します。 

主な施策 《12》保存樹木指定の検討、《15》指定文化財（天然記念物）の保全の継続 など 

④ みどりの拠点の充実及び適切な維持管理の推進   
浦賀周辺の浦賀ドック跡、愛宕山公園、燈明堂跡などの歴史的・文化的資産と一体となったみど

りがあります。また、破崎緑地、旗山崎公園、県立観音崎公園などのみどりの拠点があり、これら
の充実及び適切な維持管理を行い、さらに交流拠点としても活用します。 

主な施策 《30》【港湾】港湾緑地などの維持・整備の推進 など 

⑤ 市民によるみどりの保全・活用に向けた取り組みの推進   
和田川では、地域ボランティアにより保全・再生活動が行われており、地域在来の生物が戻って

きています。また、県立観音崎公園では、公園案内ガイドや森の手入れなど様々なボランティア活
動が行われています。このような市民活動が継続・発展されるよう、取り組みを推進します。 

主な施策 《46》自然環境活動団体の交流の促進と活動に関する情報発信の推進 など 

⑥ 安全を優先した斜面緑地の保全のあり方の検討   
浦賀湾を囲むように多く分布している斜面緑地は、自然的景観を生み出しており、保全が望まれ

ています。しかし、その多くが急傾斜地崩壊危険区域に指定されているため、安全を優先した保全
のあり方の検討が必要です。 

主な施策 《1》気候変動等に適応した樹林地の保全 など 

⑦ 本市の魅力あるみどりに親しめる事業の推進   
観音崎の自然環境や近代化遺産、地層、浦賀水道を行き来する世界の船について案内する「横須

賀エコツアー」など、本市の魅力あるみどりに親しめる事業を推進します。 
主な施策 《24》横須賀エコツアーの推進 など 

  

《現行計画書 P.136～139 第Ⅵ章３の更新》 

  樹林地などのみどり 

  交流・ネットワーク 

  自然環境 

  活動 

  防災 

  みどりの活用と情報発信 

  特徴的なみどり 
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（４）平作川流域ゾーン 

① 丘陵部の骨格となるみどりの保全   
公園墓地、大矢部弾庫跡地などのまとまったみどりや、衣笠・大楠山近郊緑地保全区域及び衣笠・

大楠山特別緑地保全地区、衣笠・大楠山風致地区は、関係法令や基準を適切に運用し保全します。
また、衣笠山公園などのみどりの拠点については、活用を進めるとともに、必要に応じてさらに市
民がみどりに親しめる場となるよう検討します。 

主な施策 
《5》近郊緑地保全区域及び近郊緑地特別保全地区の土地利用制限等による保全の継続、《10》風
致地区制度の運用による良好な風致の維持と保全の推進 など 

② 平作川流域の貴重な自然環境の保全・活用に向けた検討   
阿部倉周辺の上流部には豊かな自然が残されており、その他平作川流域には、ホタルなどの水生

生物が見られる場所や、自然海岸が残る河口付近などがあります。このような平作川流域の貴重な
自然環境は、保全・活用に向けて、必要に応じて検討します。 

主な施策 《2》生物多様性の確保に向けた取組、《17》外来生物対策の推進 など 

③ みどりの拠点の充実及び適切な維持管理の推進   
全国有数の規模を誇るしょうぶ園、鎌倉幕府の礎を築いた三浦一族ゆかりの地である衣笠山公園、

人工芝サッカー場のある佐原 2 丁目公園、本市唯一の交通公園である根岸公園など、平作川流域に
は全域的に様々な都市公園等があります。それぞれのみどりの機能や個性を活かせるよう、これら
のみどりの拠点の充実及び適切な維持管理を行い、交流拠点としても活用します。 

主な施策 《38》継承の森における活動の推進 など 

④ 市民によるみどりの保全・活用に向けた取り組みの推進   
地域ボランティアにより、花壇づくりやサクラの再生及び歴史的資産と一体となったみどりの保

全・再生などが行われています。このような市民活動が継続・発展されるよう、取り組みを推進し
ます。 

主な施策 《46》自然環境活動団体の交流の促進と活動に関する情報発信の推進 など 

⑤ 安全を優先した斜面緑地の保全に向けたあり方の検討   
汐入町、坂本町、不入斗町、上町を中心として多く分布している斜面緑地は、自然的景観を生み

出しており、これらみどりの保全が望まれています。しかし、その多くが急傾斜地崩壊危険区域に
指定されているため、安全を優先した保全のあり方の検討が必要です。 

主な施策 《1》気候変動等に適応した樹林地の保全 など 

⑥ みどりの保全に向けた県や隣接する市町との連携   
丘陵部のみどりは隣接する葉山町から連なって広がっています。これらを含む本市のみどりを保

全するため、県及び隣接市町との連携を図ります。 

主な施策 《43》県及び近隣自治体との広域的な連携の推進 など 

 
  

《現行計画書 P.140～143 第Ⅵ章４の更新》 

  樹林地などのみどり 

  交流・ネットワーク 

  自然環境 

  活動 

  防災 

  連携 
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↑変更あり。 

↑追加。 
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（５）武山・野比ゾーン 

① 丘陵部の骨格となるみどりの保全    
くりはま花の国の樹林地や、武山近郊緑地保全区域及び武山近郊緑地特別保全地区、武山風致地

区は、関係法令や基準の適切な運用により、土地利用行為等の規制、当該地の適切な保全・活用な
どを行います。 

主な施策 
《1》気候変動等に適応した樹林地の保全、《5》近郊緑地保全区域及び近郊緑地特別保全地区の
土地利用制限等による保全の継続、《10》風致地区制度の運用による良好な風致の維持と保全の
推進 など 

② 地域の貴重な自然環境の保全・活用に向けた検討   
自然植生が残る武山不動尊周辺、三島社、モニタリングサイトとなっている野比周辺と光の丘水

辺公園、神奈川県生物多様性ホットスポットに選ばれている谷戸ノ田・かがみ田、武山の谷戸群な
どがあります。これら地域の貴重な自然環境は、保全・活用に向けて、必要に応じて検討します。 

主な施策 《2》生物多様性の確保に向けた取組、《17》外来生物対策の推進 など 

③ みどりの拠点の充実及び適切な維持管理の推進   
本市を代表する花とみどりの名所であるくりはま花の国、三浦半島で見られる貴重な生物の保

全・復元をめざした光の丘水辺公園など、これらのみどりの拠点の充実及び適切な維持管理を行い
ます。さらに、市内外の人々が多く訪れる武山や津久井浜観光農園などとともに、交流拠点として
も活用します。 

主な施策 《38》継承の森における活動の推進 など 

④ 市民によるみどりの保全・活用に向けた取り組みの推進   
市民ボランティアにより、くりはま花の国周辺の「みんなでつくる花の道」では、コスモスやポ

ピーなどを種から育て、管理しており、近隣住民や来訪者などの目を楽しませています。このよう
な市民活動が、継続・発展されるよう、取り組みを推進します。 

主な施策 
《44》産・学・官等の連携及び役割分担によるみどりの保全・創出等の推進、《45》市民による
花いっぱい運動の実施 など 

⑤ 本市の魅力あるみどりに親しめる事業の推進   
野比周辺には、かつて生産や生活の場として利用されていた里山的環境や風景が残されています。

市民の憩い、環境教育、生態系保全など新しい価値観のもとで、野比かがみ田谷戸での「里山的環
境の再生・活用事業」など、本市の魅力あるみどりに親しめる事業を推進します。 

主な施策 《2》生物多様性の確保に向けた取組 など 

⑥ みどりの保全に向けた県や隣接する市町との連携   
隣接する三浦市へ連続する農地のみどりと金田湾側の自然海岸など、本市のみどりを保全するた

めに県及び隣接市町との連携を図ります。 

主な施策 《43》県及び近隣自治体との広域的な連携の推進 など 

 

 
 

 

  

《現行計画書 P.144～147 第Ⅵ章５の更新》 

  樹林地などのみどり 

  交流・ネットワーク 

  自然環境 
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  連携 

  みどりの活用と情報発信 
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←変更あり。 
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（６）長井ゾーン 

① まとまりあるみどりの保全   
荒崎公園周辺の荒崎風致地区は、関係法令や基準の適切な運用により保全します。 

主な施策 《10》風致地区制度の運用による良好な風致の維持と保全の推進 など 

② 地域の貴重な自然環境の保全・活用に向けた検討   
自然海岸が残されている長井港から長浜海岸、干潟のある小田和湾、神奈川県生物多様性ホット

スポットに選ばれている御幸浜と富浦公園などがあります。これら地域の貴重な自然環境は、保全・
活用に向け、必要に応じて検討します。 

主な施策 《2》生物多様性の確保に向けた取組、《17》外来生物対策の推進 など 

③ みどりの拠点の充実及び適切な維持管理の推進   
農業体験型総合公園のソレイユの丘、三浦半島屈指の景観を楽しめる荒崎公園など、みどりの拠

点の充実及び適切な維持管理を行います。さらに、これらが交流拠点となるよう活用するとともに、
長浜海岸から富浦公園を巡る国土交通省「関東ふれあいの道」など、拠点をつなぐみどりの保全・
活用を行います。 

主な施策 《33》公共施設の緑化及びみどりの育成に配慮した維持管理ガイドラインの適切な運用 など 

④ 市民によるみどりの保全・活用に向けた取り組みの推進   
農業用の水源としてだけでなく、地域の生物の生息場所にもなっている轡堰（くつわぜき）では、

市民ボランティアが活動しており、このような市民活動が継続・発展されるよう、取り組みを推進
します。 

主な施策 《46》自然環境活動団体の交流の促進と活動に関する情報発信の推進 など 

⑤ 本市の魅力あるみどりと親しめる事業を推進   
荒崎公園は、三方を海に囲まれ、荒波によって削られた荒磯や地層の様子が見られ、富士山や天

城連山が望めるなど眺望も楽しむことができます。「横須賀エコツアー」の新規実施地区として検
討するなど、本市の魅力あるみどりに親しめる事業を推進します。 

主な施策 《24》横須賀エコツアーの推進 など 

⑥ みどりの保全に向けた県や隣接する市町との連携   
隣接する三浦市へ連続する農地のみどりと相模湾側の自然海岸など、本市のみどりを保全するた

めに県及び隣接市町との連携を図ります。 

主な施策 《43》県及び近隣自治体との広域的な連携の推進 など 

 

  

《現行計画書 P.148～151 第Ⅵ章６の更新》 
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↑変更あり。 

↑変更あり。 
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（７）大楠山ゾーン 

① 丘陵部の骨格となるみどりの保全・活用   
大楠山を中心とする衣笠・大楠山近郊緑地保全区域及び衣笠・大楠山近郊緑地特別保全地区、

衣笠・大楠山風致地区は、関係法令・基準の適切な運用により、保全します。また、大楠山など
のみどりの拠点については、活用を進めるとともに、必要に応じて市民がみどりにふれあい、親
しめる場となるよう検討します。 

主な施策 

《5》近郊緑地保全区域及び近郊緑地特別保全地区の土地利用制限等による保全の継続、《6》「湘
南国際村めぐりの森」及び「重点的に緑地の保全に配慮を加えるべき地区」に関する緑地の保全・
再生等、《7》(仮称)三浦半島国営公園の誘致の推進、《10》風致地区制度の運用による良好な風
致の維持と保全の推進 など 

② 地域の貴重な自然環境の保全・活用に向けた検討   
自然豊かな前田川や関根川、自然海岸が残る立石公園、かつて農業用ため池として利用されて

いた沢山池、芦名堰、神奈川県生物多様性ホットスポットに選定された峯山大池と棚田などがあ
ります。これら地域の貴重な自然環境は、保全・活用に向け、必要に応じて検討します。 

主な施策 
《2》生物多様性の確保に向けた取組、《6》「湘南国際村めぐりの森」及び「重点的に緑地の保全
に配慮を加えるべき地区」に関する緑地の保全・再生等、《17》外来生物対策の推進 など 

③ みどりの拠点の充実及び適切な維持管理の推進   
自然海岸や大楠山をはじめとした樹林地に訪れた市内外の人々が、安心してみどりに親しめる

よう、みどりの拠点の充実及び適切な維持管理を行います。さらに、これらが交流拠点となるよ
う活用するとともに、大楠芦名口から長者ヶ崎を巡る国土交通省「関東ふれあいの道」など、拠
点をつなぐみどりの保全・活用を行います。 

主な施策 
《6》「湘南国際村めぐりの森」及び「重点的に緑地の保全に配慮を加えるべき地区」に関する緑
地の保全・再生等 など 

④ 市民によるみどりの保全・活用に向けた取り組みの推進   
複数の市民団体が、大楠山や相模湾沿いの海岸などのみどりの保全・活用に向けて活動してい

ます。このような市民活動が継続・発展されるよう、これらの取り組みを推進します。 

主な施策 
《6》「湘南国際村めぐりの森」及び「重点的に緑地の保全に配慮を加えるべき地区」に関する緑
地の保全・再生等 など 

⑤ 安全を優先したみどりの保全に向けた取り組みの推進   
前田川流域などでは既往調査において樹林地の荒廃が懸念されているため、水・土砂災害の安

全性を考慮した取り組みを推進します。 
主な施策 《1》気候変動等に適応した樹林地の保全 など 

⑥ 本市の魅力あるみどりに親しめる事業の推進   
本市の魅力あるみどりに親しめるよう、大楠山と西海岸をあわせてエリアの魅力や見どころを

紹介する「横須賀エコツアー」や、長坂 5 丁目市民緑地・長坂里山モデル地区での「里山的環境
保全・活用事業」を推進します。また、（仮称）長坂緑地の活用についても検討します。 

主な施策 
《2》生物多様性の確保に向けた取組、《4》新たな制度等の取組、《24》横須賀エコツアーの推進 
など 

⑦ みどりの保全に向けた県や隣接する市町との連携   
隣接する葉山町へ連続する大楠山と自然海岸など、本市のみどりを保全するために県及び近隣

市町との連携を図ります。 

主な施策 
《6》「湘南国際村めぐりの森」及び「重点的に緑地の保全に配慮を加えるべき地区」に関する緑
地の保全・再生等 など 

 

 《現行計画書 P.152～155 第Ⅵ章７の更新》 
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↓変更あり。 
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１ 横須賀市の現況 

（１）人口の推移 

本市の人口は、現行計画を策定した平成 27 年（2015 年）には 415,862 人となっており、中間見
直しの年である令和２年（2020 年）は 398,508 人と人口減少が続いています。一方で、少子高齢化
が進んでおり、この傾向は将来的にも続くことが予想されます。 
 

人口推移と将来推計 

注）人口及び将来推計人口は、住民基本台帳の人口に外国人登録者を加えている。 
2020 年～2025 年の人口及び高齢化率は住民基本台帳よるもの。2025 年～ 

2050 年の将来推移人口及び高齢化率は、横須賀市人口ビジョンによるもの。 

 

《現行計画書 P.15 第Ⅱ章１（２）の更新》 
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（２）緑被の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《現行計画書 P.24 第Ⅱ章２（２）「緑被の経年変化」を更新》 
 

（３）都市公園等の整備状況 

本市における都市公園（県立公園含む）は、533 ヵ所、約 543.07ha（平成 30 年度（2018 年度）
末現在）で、市民一人当たりの公園面積は 13.71 ㎡／人です。本計画策定時と比較して、箇所数で
13 公園、面積で 31.75ha、市民一人当たりの公園面積で 1.12 ㎡／人増加しています。平成 30 年度
（2018 年度）末現在で、市民一人当たりの公園面積は、県内の市（町を除く）で二番目に多く、首
都圏の中でも都市公園の整備が進んでいる自治体となっています。 

 

神奈川県内の市の一人当たりの都市公園面積（㎡／人） 

出典：神奈川県内市町村別都市公園整備状況（平成 30 年度（2018 年度）末現在） 

《現行計画書 P.26 第Ⅱ章２（３）①の更新》  

※ 平成７年（1995 年）までの調査は、図上

求積や土地利用状況を基にした調査結果

です。平成 22 年（2010 年）の調査で

は、精度を高めた（500 ㎡以上→１㎡以

上）ことにより、その対象が広がり（街

路樹や家庭の庭木も対象）、結果として

数値が高まっています。平成 27 年

（2015 年）も同様です。 平成 27 年（2015 年）（樹林地率：37.1％）（緑 被 率：54.5％） 

平成 22 年（2010 年）（樹林地率：34.8％） 

       （緑 被 率：53.8％） 
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（４）ゾーン区分について 

本市は丘陵部にまとまったみどりが存在しており、みどりのまとまりごとによって特徴がありま
す。 

また、みどりのネットワーク、生物多様性、突発的な豪雨に対する防災などを検討する上で、  
みどりと水の流れを一体的に捉える必要があります。 

これらにより、みどりの特徴を活かした「みどりの将来像」の実現に向け、現行計画では、 
「まとまりのあるみどりによる区分」「河川流域・集水域による区分」「生物の生息分布状況に 
よる区分」から７つのゾーン区分を設定しています。 

中間見直し後も、引き続き、このゾーンごとに、みどりを捉え、様々な取組を行っていきます。 
 

①まとまりあるみどりによる区分 
田浦周辺から隣接市町に広がる二子山

山系のみどり、大楠山・衣笠山、武山に
まとまったみどりがあります。その他、
野比周辺、観音崎にまとまったみどりが
存在します。 

また、長井から津久井にかけて農地の
みどりが広がっています。 

 

 

 

 

 

 

②河川流域・集水域による区分 
本市には、23 水系、37 河川、約 50 ㎞

の河川があります。これらの主な河川の
流域を含め 25 の集水域に区分できま
す。 

 

  

流域・集水域区分図 

まとまりあるみどりの分布 
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③生物の生息分布状況からの区分 

平成 26 年度の生物多様性保全推進事業
において、本市における生物の生息拠点と
なる樹林地、海岸、河川、池沼、谷戸、学
校ビオトープなどを抽出した結果、自然拠
点として 150 カ所があげられました。 

本市の東京湾側は、市街化が進んでいる
ものの、斜面緑地が残されており、緑地の
連続性が高いです。しかし、生物の生息拠
点としては限られています。 

 

 

 

 

  

自然拠点図 
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２ 中間見直し冊子関連 

（１）一人当たりの都市公園面積について（H29 都市公園法運用指針より抜粋） 

良好な都市環境を形成するために、長期的な観点に立って都市公園を計画的に整備し、適切に管理
していくに当たっては、都市公園がどの程度確保されれば満足すべき生活環境となるかを定量的に
明らかにする必要がある。このため、施行令第１条の２においては、市町村の全区域及び市街地に 
おける住民一人当たりの都市公園面積の標準について、それぞれ「１０㎡ 以上」、「５㎡ 以上」を  
参酌すべき基準として定めている。この住民一人当たりの都市公園の敷地面積の標準１０㎡ という
値については、あくまでも現実性を踏まえた途中段階の目標値としての性格を有しており、１０㎡ 
を達成しても豊かさと潤いを実感できる国民生活を実現するためには、さらに整備を推進する必要
があることから１０ ㎡ 以上としているものである。 

 

 

  

↑記載場所の移動。 
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（２）現行計画における推進施策の評価理由一覧 

 

1
近郊緑地保全区域及び近郊緑地特別保全地
区の土地利用制限等による保全の継続

A
　数値目標である指定地区面積の現状（目標：２地区，1012ha）を
維持し、みどりの保全を図るだけではなく、土地の買い取り等を適
切に実施しており、目標を達成している。

2
湘南国際村めぐりの森の緑の再生に向けた
連携

A
　会議等に参加し、保全や再生に向けた調整及び連携を実施してお
り、目標を達成している。

3
「重点的に緑地の保全に配慮を加えるべき地
区」の方針に基づく緑地保全

A
　大楠緑地及び子安緑地の良好なみどりの保全等を図るため、当指
定について、県に周知し、連携を図っており、目標を達成している。

4 （仮称）三浦半島国営公園の誘致の推進 B
　長期的な目標である誘致の実現には至っていないが、県等と連携
し、国営公園の誘致活動を継続的に行っており、概ね目標を達成し
ている。

5 自然保護奨励金制度による支援の継続 A
　県と連携し、適切に奨励金の交付申請の受付及び事務処理を行
い、民有地のみどりの保全等に寄与しており、目標を達成している。

6
緑地保全地域制度及び特別緑地保全地区制
度の導入に向けた検討

A
　制度の導入に向けて検討した結果、課題等を明確化し、一定の結
論が出ており、目標を達成した。

7 保安林制度の適切な運用による保全の継続 A
　数値目標である指定地区面積の現状（目標：52.8ha）を維持する
だけではなく、新規指定の際には、県と連携し、保安林の保全等に努
めて、目標を達成している。

8 自然環境保全地域の土地利用制限の継続 A
　数値目標である指定地区面積の現状（目標：１地区，4.9ha）を維持し、適
切な保全について、県と連携しており、目標を達成している。

9
風致地区制度の運用による良好な風致の維
持と保全の推進

A

　数値目標である指定地区面積の現状（目標：５地区，1355.7ha）
を維持し、土地利用制限の継続及びパトロールを実施している。ま
た、土地利用行為許可申請に対し適切に審査を行い、良好な風致の
維持に努めており、目標を達成している。

10
土地利用調整関連条例（市）の適切な運用
（保全）

A
　開発行為及び斜面緑地の保全等に関して、指導を適切に実施し、
みどりの保全を図っており、目標を達成している。

11
市民緑地制度の適切な運用《みどりの基本条
例関連》

B
　新規候補地の検討はしていないが、既設置緑地の適切な維持管理
を実施しており、概ね目標を達成している。

12 保存樹木指定の検討 C
　指定した場合の課題を明確化したが、指定対象候補樹木がなく、
保存樹木の指定による保存手法以外は未検討なため、評価を行うこ
とができない。

13
生物多様性の確保に向けた調査の実施及び
保全手法の検討

B
　保全手法等の検討については未着手であるが、身近にふれあえる
自然環境の調査の実施、当該調査結果を活用した市民が自然に親し
みを感じられる取り組みを行っており、概ね目標を達成している。

14
自然林保全制度の運用《みどりの基本条例関
連》

A
　数値目標である保全契約を継続（目標：３地区）し、保全状況を確
認の上、奨励金の交付事務を適切に行い、自然林の保全に努めてお
り、目標を達成している。

15
「公共施設における自然植生の保全に向けた
考え方」の適切な運用

A
　「公共施設における自然植生の保全に向けた考え方」を適切に運
用し、都市公園等における自然植生の保全を図っており、目標を達
成している。

16 指定文化財（天然記念物）の保全の継続 A
　数値目標である６地区の指定を維持し、適切に文化財の保全を
図っており、目標を達成している。

17 水辺環境の保全と再生の推進 B

　サポート体制の検討は未着手であるが、ビオトープ等の水辺環境
の箇所数を維持し、適切な維持管理を実施している。また、水辺環境
を活用し、イベントの開催等も行っていることから、概ね目標を達成
している。

18 里山的環境保全・活用の推進 A
　里山的環境の維持管理をし、保全に努めるだけではなく、イベント
等を開催し、人々が自然とふれあえる機会を創出しており、目標を
達成している。

19 かがみ田谷戸の再生・活用の推進 A
　かがみ田の環境再生活動を実施するだけではなく、自然観察会を
開催し、人々が自然とふれあえる機会を積極的に創出しており、目
標を達成している。

20 外来生物対策の推進 A
　特定外来生物等の防除を行うだけではなく、特定外来生物の排除
手法の１つとして、ポスター掲示等の啓発活動を実施しており、目標
を達成している。

NO 評価 評価理由推進施策

←追加。 
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21
多様な生物が育まれ水辺環境にふれあうこ
とのできる水田等の再生・活用に向けた検討

B
　まだ活用まで至っていないが、(仮称)長坂緑地内で、復田整備が
開始されており、概ね目標を達成している。

22
極端気象への対応を考慮した樹林地管理の
あり方検討

A
　試験的な樹林地の管理を行い、断続的な維持管理から得られる一
定の効果を確認しており、目標を達成している。

23
公共施設における倒木危険度調査手法の検
討と実施

B
　新たな対策の実施まで至っていないが、倒木危険度の調査手法を
検討するだけではなく、「街路樹点検チェックシート（案）」の作成を
開始しており、概ね目標は達成している。

24
市街化区域内樹林地保全支援制度の運用
《みどりの基本条例関連》

A
　現況確認を適宜行いながら、奨励金の交付を行い、数値目標であ
る保全対象面積を維持している（目標：36.8ha）ことから、目標を
達成している。

25
みどりの寄附制度の適切な運用《みどりの基
本条例関連》

A
　要綱に基づき、適切な寄付の受け入れを行い、将来に残すみどり
の保全に努めていることから、目標を達成している。

26 民有樹林地の保全手法の検討 B
　具体的な保全手法等の確立までは至らなかったが、担当者会議等
を実施し、課題の共有などを図っており、概ね目標を達成している。

27
景観重要樹木の指定と育成管理に向けた検
討

B
　啓発活動以外の育成管理手法については、未検討であるが、新た
に景観重要樹木を指定するだけではなく、市民等へ啓発活動を行
い、指定樹木の保全を図っており、概ね目標を達成している。

28 谷戸地域のみどりの再生に向けた検討 C
　谷戸地域のみどりの再生をモデル的に実施するため、復元助成に
ついて周知を行ったが、利用者がなかったため、評価することがで
きない。

29
農業振興地域整備計画に基づく農業振興の
継続

A
　数値目標である農業振興地域内農用地の区域面積を維持（目標：
332.2ha）していることから、目標を達成している。

30 生産緑地のみどりの維持の継続 A
　生産緑地地区について、数値目標の約９割以上を維持（数値目標：
170か所，25.3ha）し、保全状況について確認を行い、適切に指定
をしており、目標を達成している。

31 都市公園の配置・機能の適正化に向けた検討 A

　数値目標である都市公園数等の現状（目標：520か所，511ha）を
維持するだけではなく、増加させ、適正配置及び機能の見直し等の
検討を開始している。また、新たな手法による公園の整備を推進し
ており、目標を達成している。

32 （仮称）長坂緑地の活用手法の検討 B
　まだ活用手法の検討には至っていないが、復田整備を行う等、里
山的環境の再生を開始しており、概ね目標を達成している。

33 都市公園等の安全・安心対策の推進 A

　バリアフリー化及び長寿命化等を進め、安心して都市公園等を利
用できる環境整備を推進している。
　また、公園整備や公園施設の長寿命化等に関して、計画の実施及
び見直しをしており、目標を達成している。

34
個性と魅力ある都市公園等の充実と積極的
な利活用の促進

A

　遊具の更新及び運動公園内施設の整備を行うだけではなく、新た
な施設を設置するなど、魅力ある公園づくりに努めている。
　また、スポーツの交流拠点として、都市公園の整備を行い、地域の
活性化を図っており、目標を達成している。

35
みどりの機能を活かした都市公園等の充実
及び適切な維持管理の推進

B
　みどりの機能を活かした都市公園等を新たに整備は行っていない
が、既存公園を適切に維持管理し、みどりの機能を保持するよう努
めており、概ね目標を達成している。

36
都市公園等に関する積極的な情報発信の推
進

A
　適宜、広報紙等で情報を発信し、利用促進を図っており、目標を達
成している。

37
歴史的資産と一体になったみどりの積極的
な活用の推進

A
　公園の適切な維持管理を行うだけではなく、イベント及び見学会を
開催するなど、活用にも力を入れ、歴史的遺産と一体になったみど
りに市民等が触れ合える機会を提供しており、目標を達成している。

38 横須賀エコツアーの推進 A

　エコツアーが持続的に実施できるよう、実施団体に必要な支援を
行うことで、本市の自然観光資源のすばらしさや大切さを多くの人
に発信している。
　また新規フィールドにおいて、エコツアーが開始しており、目標を
達成している。

39 【港湾】港湾緑地などの維持・整備の推進 B

　数値目標の新規整備（２か所※）は、未実施であるが、既存の港湾緑
地等の維持管理を行うだけではなく、新たに浅海域を整備し、利活
用の検討に向け、経過観察を開始しており、概ね目標を達成してい
る。

40 【道路】道路のみどりの維持と緑化の推進 A
　既存街路樹の維持管理に努めるだけではなく、適宜、補植等を行
い、数値目標（15,888本）の90％以上を維持し、街路樹のみどりを
保全しており、目標を達成している。

NO 推進施策 評価 評価理由
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41 【河川】河川環境の整備の推進 A

　生物の多様性に配慮した河川流域環境の維持管理を行っており、
目標を達成している。

42
公共施設の緑化及びみどりの育成に配慮し
た維持管理ガイドラインの適切な運用

A
　当ガイドラインを適正に運用することで、積極的な緑化及び適切な
みどりの保全を行っており、目標を達成している。

43
土地利用調整関連条例（市）の適切な運用
（緑化）

A
　開発行為等に対して適切に緑化の指導を行い、緑化を推進してお
り、目標を達成している。

44
民有地緑化支援制度の適切な運用《みどりの
基本条例関連》

A
　当制度に基づき、補助金を交付することで、民有地の緑化推進を
行っており、目標を達成している。

45 記念植樹の促進に向けた検討 C
　検討した結果、課題等が明確化したが、記念植樹の実施及び促進
までの検討が実施されていないため、評価を行うことができない。

46 「緑化重点地区」の方針に基づく緑化推進 A
　市民団体への緑化の支援及び公共施設の緑化を実施し、緑化重点
地区の緑化を推進しており、目標を達成している。

47
緑地協定制度の継続《みどりの基本条例関
連》

B

　新規緑地協定締結の実績はなく、緑地協定締結の効果の確認等は
実施してはいないが、数値目標である既存緑地協定区域の維持を行
う（数値目標：23区画，97.4ha）ともに、住民間で締結する緑地協
定の指導を実施し、良好なみどりの確保を行っており、概ね目標を
達成している。

48
都市緑地法に規定された緑化の推進に関す
る未運用制度導入の検討《みどりの基本条例
関連》

C
　未運用制度の情報収集は行ったが、制度導入の必要性等の検討は
未着手であるため、目標を達成していない。

49 継承の森における活動の推進 A
　イベントを開催し、みどりや自然を守り、育て、活かす活動や、大切
にする意識の醸成を図っており、目標を達成している。

50
みどりの基金の充実に向けた新たな財源確
保手法の検討・実施

C
　毎年、基金の取崩しを行い、基金残高が減少し、新たな財源確保に
関して、未検討であることから、目標を達成していない。

51
みどりに対する技術や知識を有する人材の
活用と育成の推進

A
　市職員の技術向上を研修等の開催によって図るだけではなく、専
門的な知識や技術を有する人材を、適宜、活用しており、目標を達成
している。

52 自然に関する環境教育・環境学習の実施 A

　環境教育指導者の派遣等により、将来を担う子どもたちに、自然に
関する環境教育及び学習の機会を創出している。
　また、人材育成に関しての研修会を開くだけではなく、新たな講座
の開催に関して検討を行っており、目標を達成している。

53
みどりを守り・つくり・育てるための啓発と活
かすための情報発信の推進

A
　みどりに関する各種情報を、パンフレットの配布等により発信し、
周知及び啓発活動を行っており、目標を達成している。

54 みどりに関する顕彰制度設置に向けた検討 A
　庁内で情報共有を行い、他の制度と比較検討をした結果、他の制
度と類似・重複をしていることから、新たな顕彰制度の設置の必要
性がないと、結論を得ており、目標を達成している。

55 県及び近隣自治体との広域的な連携の推進 A
　会議の参加等により、各市町と連携して、みどりを保全し、活用す
る施策の検討及び課題の共有を行っており、目標を達成している。

56 産・学・官の連携によるプログラムの検討 A
　環境団体及び市民等と連携したイベント等を開始しており、目標を
達成している。

57 みどりの積極的な活用の推進 B
　市内に点在するみどりへの回遊性の向上については、未検討であ
るが、交流拠点となる公園の維持管理に努め、園内のみどりを活用
したイベントを開催しており、概ね目標を達成している。

58 市民による花いっぱい運動の実施 A
　花いっぱい運動により、緑化を推進していることから、目標を達成
している。

59
自然環境活動団体の交流の促進と活動に関
する情報発信の推進

A

　自然環境活動団体の交流の場を創出し、情報交換及び活動の連携
が行われた。
　また、団体活動に関する情報を発信し、活動内容の周知を行うこと
で、市民が自然環境に関する活動に興味を持つよう図っており、目
標を達成している。

60
市民・NPO・事業者・行政の役割分担あるい
は連携によるみどりの保全・創出の推進

A
　市民及び各種団体と連携し、みどりの保全及び創出を行っており、
目標を達成している。

NO 推進施策 評価 評価理由
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（３）生産緑地廃止時における公園化基準【フロー図】 

令和４年（2022 年）に指定から 30 年を迎える生産緑地は、147 地区・19.4ha（令和３年（2021
年）１月時点）あります。指定期間の終了などに伴い、土地所有者は市に買い取りを申し出ること
ができます。市街化区域内の緑地の保全の観点から、買い取りを行う際は「公園緑地」としての活
用が有効であると考えるため、公園化に関する基準（フロー図）を以下のとおり作成し、運用して
います。 

 

  STEP１ 

STEP２ 

STEP３ 

取得、活用に向けた調整 

本市の政策※において 
必要な事業用地か？ 

※「みどりの基本計画」における公園を必要
とする地域や農業体験が出来る公園、里山
的環境保全・活用対象地 等 

市民(町内会)等からの 
設置要望があるか？ 

都市公園等に適した用地(立地)か？ 
【面積・地形・接道・境界・維持管理ほか】 

・大規模な防災工事等を必要としないか 
・維持管理費が多額にならないか 

事業コストとは別の観点から 
政策的に設備を要する用地か？ 

用地買収及び公園整備等に係る 
財源確保が可能か？ 

買い取り不能 

YE
S 

NO NO 

YE
S 

NO NO 

YE
S 

YE
S 

NO 

YE
S 
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（４）景観重要樹木 

良好な景観の形成に重要な樹木を景観法第 28 条の規定に基づき、「景観重要樹木」に指定してい
ます。 

平成 30 年３月に新たに２か所指定され、現在（令和３年（2021 年））は、28 か所となっていま
す。 

番号 場所 樹種 本数 指定日 

1 明浜小学校 サクラ 28 平成 23 年 4 月 1 日（第 3回） 

2 浦郷小学校 イチョウ 1 平成 24 年 11 月 1 日（第 4回） 

3 大塚台小学校 ヒメシャラ 1 平成 26 年 1 月 1 日（第 5回） 

4 大津小学校 モチノキ 1 平成 26 年 1 月 1 日（第 5回） 

5 荻野小学校 サクラ 15 平成 23 年 4 月 1 日（第 3回） 

6 追浜中学校 サクラ 12 平成 23 年 4 月 1 日（第 3回） 

7 神奈川歯科大学 ジャカランダ 1 平成 30 年 3 月 31 日（第 7回） 

8 北下浦小学校 ケヤキ 1 平成 21 年 5 月 1 日（第 1回） 

9 久里浜小学校 イチョウ 11 平成 22 年 4 月 1 日（第 2回） 

10 坂本公園 イチョウ 1 平成 24 年 11 月 1 日（第 4回） 

11 坂本公園 ヤエザクラ 12 平成 27 年 3 月 31 日（第 6回） 

12 坂本中学校 イチョウ 1 平成 24 年 11 月 1 日（第 4回） 

13 坂本中学校 カンヒザクラ 1 平成 26 年 1 月 1 日（第 5回） 

14 桜小学校 サンゴジュ 3 平成 22 年 4 月 1 日（第 2回） 

15 沢山小学校 ツツジ 52 平成 30 年 3 月 31 日（第 7回） 

16 武山中学校 クスノキ 1 平成 21 年 5 月 1 日（第 1回） 

17 田戸小学校 イチョウ 1 平成 24 年 11 月 1 日（第 4回） 

18 鶴久保小学校 イチョウ 18 平成 22 年 4 月 1 日（第 2回） 

19 長井小学校 ケヤキ 1 平成 26 年 1 月 1 日（第 5回） 

20 長井中学校 フェニックス 1 平成 21 年 5 月 1 日（第 1回） 

21 長浦小学校 サクラ 15 平成 23 年 4 月 1 日（第 3回） 

22 夏島小学校 イチョウ 14 平成 22 年 4 月 1 日（第 2回） 

23 根岸小学校 ハナモモ 1 平成 22 年 4 月 1 日（第 2回） 

24 逸見小学校 クスノキ 4 平成 21 年 5 月 1 日（第 1回） 

25 馬堀小学校 アオギリ 1 平成 26 年 1 月 1 日（第 5回） 

26 山崎小学校 サクラ 27 平成 23 年 4 月 1 日（第 3回） 

27 山崎小学校 イチョウ 9 平成 24 年 11 月 1 日（第 4回） 

28 養護学校 クスノキ 1 平成 26 年 1 月 1 日（第 5回） 

合計 28 カ所  235  
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３ 用語集 
 
この用語集は、現行計画の用語集に記載がなく、中間見直し冊子で新たに記載した用語のみを記

載しています。 
あ行                                       

ＳＮＳ 
social networking service の略で、登録された利用者同
士が交流できる Web サイトの会員制サービス。 

SDGｓ 
平成 27 年（2015 年）9 月の国連サミットで採択された
「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載さ
れた令和 12 年（2030 年）までに持続可能でより良い
世界を目指す国際目標で、17 のゴールと 169 のターゲ
ットから構成されている。 

 
か行                                       

外来生物法 
特定外来生物からの被害を防止し、生物の多様性の確
保、人の生命・身体の保護、農林水産業の健全な発展に
寄与することを通じて、国民生活の安定志向に資する
ために制定された法律。 

かがみ田谷戸 
市内でも貴重な自然環境が多く残る野比地区の谷戸田。 

かながわ生物多様性計画 
県内各地の特性に応じた生物多様性の保全を進めると
ともに、県民の皆様に生物多様性について理解を深め
ていただき、保全のための行動を起こしていただくた
めの取組を定めた計画。 

環境基本計画（国） 
環境基本法第 15 条に基づき、政府が定める環境の保全
に関する基本的な計画。 

関東ふれあいの道 
関東地方の一都六県ぐるりと一周する長距離自然歩道
で、東京都八王子の梅の木平を起終点として総延長が
1,799km。 

気候変動 
長い年月をかけて、人為的又は自然環境等の変化など、
様々な要因によって引き起こされた地上気温の上昇な
どの気候の変動。 

気候変動適応法 
温室効果ガスの長期大幅削減への取組や、現在生じ、将
来予測される被害の防止・軽減等を図るなど、気候変動
への適応を位置づけた法律。 

記念植樹 
特別な行事において、記念して樹木を植栽すること。国
では、記念樹等を通じて、国民の森林に対する愛情を培
うことを目的に、全国植樹祭を毎年開催している。 

 

グランドデザイン 
壮大な図案・設計・着想など、長期に渡って遂行される
大規模な計画。 

グリーンインフラ 
自然環境が有する機能を社会における様々な課題解決
に活用しようとする考えや取組。 

顕彰制度 
隠れた善行や功績などを世間に広く知らせ、また、その
善行や功績を表彰する制度。 

公園マネジメント 
適切な施設の維持管理とともに、積極的なマネジメン
ト（管理・運営等）を通じて、まちづくりにおける都市
公園の活用を推進すること。 

公共施設における自然植生の保全に向けた考え方 
都市公園などの公共施設における自然植生の保全配慮
に向けた方針等について取りまとめた指針。 

公共施設の緑化及びみどりの育成に配慮した維持管

理ガイドライン 
各主体が率先して緑化を図っていくため、公共施設に
おける緑化目標や「みどり」の管理に関する指針を示し、
適切に「みどり」を増やし、育成に配慮しながら維持し
ていくことを目的に作成。 

公共施設の緑化等ガイドライン 
公共施設における積極的な緑化や適切な育成管理を行
うためのガイドライン。 

国土強靭化基本法 
大規模自然災害等に備えた国土の全域にわたる国土強
靭化に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もっ
て公共の福祉の確保並びに国民の生活の向上及び国民
経済の健全な発展に向けて制定された法律。 

国土形成計画 
全国総合開発計画に代わり、人口減少や少子・高齢化な
ど新たな時代の要請に的確に対応した国土計画として、
国と地方が協働で策定した計画。 

 
さ行                             

SATOYAMA イニシアティブ 
里山のような二次的自然が、人の福利と生物の多様性
の両方を高める可能性があることに着目し、土地と支
援資源を最適な利用・管理を通じて、人間と自然環境の
持続可能な関係の再構築を目指した取組。 

 
 
 

↓更新中。 
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里山的環境保全・活用事業 
里山的環境において、環境・景観の保全と再生、生物多
様性の保全、人々が支援とふれあえる場や環境教育・環
境学習の場としての活用などの取組を推進する事業。 

散歩道 
気晴らしや健康のためなどで散歩するためにの長く伸
びた囲いのない道。 

自然環境活動団体 
自然環境の保全を図る活動を主目的とし、市内で自然
環境活動・調査活動を行っている団体。 

自然環境活動団体交流会 
自然環境の保全を図る活動を主目的とし、市内で自然
環境活動・調査活動を行っている団体のみなさまの連
携や情報交換を図るため、平成 24 年（2012 年）1 月に
発足した交流会。 

自然環境講演会 
学芸員等の専門家による身近な自然の変化等について
の講演会。 

市民緑地認定制度 
民有地を地域住民の利用に供する緑地として、設置・管
理する者が設置管理計画を作成し、市区町村長の認定
を受けて一定期間当該緑地を設置・管理・活用する制度。 

借地公園制度 
急激な人口の増加等により、公園が不足する地域に、 
自治体が土地所有者と賃借契約を結び、土地を借り 
受けて都市公園を開設する制度。 

湘南国際村改定基本計画 
平成 6 年（1994 年）に開村した湘南国際村について、
民間活力も活用した活性化を推進し、ひいては三浦半
島全体の活性化につなげるための取組を定めた計画を
改定した計画。 

湘南国際村めぐりの森づくり事業計画 
湘南国際村において、自然と人、人と人が出会い、森づ
くりにつながる様々な活動を市民、企業、行政が協働で
取組むめぐりの森づくりを推進する計画。 

（仮称）新環境基本計画 
「(仮称)YOKOSUKA ビジョン 2030」が掲げる「未来
像」を環境面から実現するための分野別計画です。国内
外の動向や本市を取り巻く環境問題、社会・経済情勢の
変化に対応するため、令和 4 年度に策定されました。 

新型コロナウイルス 
新型コロナウイルス（SARS-Cov2）は、コロナウイル
スのひとつで、それ自体で増えることはないが、粘膜な
どの細胞に付着して入り込んで増加する。 

（仮称）新地球温暖化対策実行計画 

地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、「地球 
温暖化対策実行計画」、また気候変動適応法に基づき、
「地域気候変動適応計画」として位置付けられた計画。
さらに、「(仮称)新環境基本計画」の地球温暖化対策及
び気候変動分野における分野別計画でもあります。 

政府間パネル（IPCC） 

人為起源による気象変化、影響、適応及び緩和方策を科
学的、技術的、社会経済学的な見地から包括的な評価を
目指し、1988 年（昭和 63 年）に世界気象機関（WMO）
と国連環境計画（UNEP）により設立された組織。 

生物多様性地域戦略 
生物多様性基本法に基づき地方公共団体が策定する、
生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本
的な計画。 

 
た行                                      

第 5 次環境基本計画 
環境基本法に基づき、環境の保全に関する総合的かつ
長期的な施策の大綱等を定めるもので、約 6 年ごとに
見直し、平成 30 年（2018 年）に第五次環境基本計画
が閣議決定された。 

第４次社会資本整備重点計画 
社会資本整備重点計画法に基づき、道路や交通安全施
設、鉄道、港湾、公園・緑地等の社会資本の整備事業を
重点的、効果的かつ効率的に推進するために策定する
計画。 

多摩・三浦丘陵の緑と水景に関する広域連携会議 
多摩・三浦丘陵を抱える 13 自治体が連携し、地域の重
要な緑と水景を「みどりはつなぎ手」という共通認識に
基づき、「市民・企業・行政の協働によって保全・再生・
創出・活用していく（新たなコモンズの再生）」を目的
に設置された会議。 

治水 
河川の氾濫等による洪水の被害から、人々や地域の生
活を守るために実施する対策。 

チャリティークリック協賛企業 
横須賀のみどりを守り、つくる取り組みを推進する「み
どりのよこすかチャリティークリック」に対し、協賛金
を寄付するなどにより、賛同・支援を行っている企業。 

デジタルトランスフォーメーション（DTF） 
進化したデジタル技術を浸透させることで、人々の生
活をより良いものへと変革していくこと。ＤＸとも略
される。 

田園住居地域 
住宅と農地が混在し、両者が調和して良好な居住環境
と営農環境を形成している地域を住居系用途地域の一
類型とした用途地域。 

倒木危険度調査 
街路樹や公園樹、庭園樹の倒木による危険度を把握し、
今後、どのように取り扱ったらよいか判断するための
調査。 

特定生産緑地 
指定されてから 30 年を経過する生産緑地において、買
取りの申出ができる時期が１０年延期されたもの。 

特定生産緑地制度 
指定の告示日から 30 年を経過する生産緑地地区につい
て、今後も引き続き同じ税制措置が受けられ、安定した
営農環境を築けるよう所有者等の意向を基に市が指定
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を行う制度。 
 
 
 

都市計画公園 
都市計画法に規定される都市施設の 1 つであり、都市
計画決定権者である都道府県知事又は市町村長が都市
計画決定（変更）した公園。（都市計画法台 11 条第 1 項
第 2 号） 

都市計画マスタープラン 
市町村が、創意工夫のもとに住民の意見を反映し、まち
づくりの具体性ある将来ビジョンを確立し、地区別の
あるべき「まち」の姿を定めた計画。 

（仮称）都市公園の整備・管理の方針 
市内都市公園の全体像を把握するとともに、抱える課
題に対する将来の目指すべき都市公園のあり方を位置
づけ、今後の整備・管理等、戦略的に進める公園マネジ
メントの方針。 

都市公園法運用指針 
都市公園法の円滑かつ適切な運用に向けて、望ましい
運用の在り方、留意事項等の原則的な考え方を示し、 
地方公共団体や地方整備局が都市公園の整備、管理を
行う際の参考となる指針 

都市農地 
生産緑地地区に指定されていない、市街化区域内の 
農地。 

土砂災害警戒区域 
土砂災害が発生した場合、住民等の生命・身体に危害が
生ずるおそれがあると認められた土地の区域。 

土砂災害特別警戒区域 
土砂災害警戒区域のうち、建築物に損壊が生じ、住民等
の生命または身体に著しい危険が生じる恐れがあると
認められる土地の区域。 

 
は行                                        

Park-PFI 
都市公園において飲食店等の公園施設の設置又は管理
を行う民間事業者を公募で選定する手続きで、事業者
が設置する施設から得られる収益を公園整備への還元
を条件に、事業者には都市公園法の特別措置がインセ
ンティブとして適用される。 

ヒートアイランド対策大綱 
都市の中心部の気温が郊外と比較してしまった上に高
くなるヒートアイランド現象の対策を取りまとめた大
綱。 

復田 
荒廃した水田や転換した畑地を、再び水田として利用
できるよう整備すること。 

文化財保護条例 
長い歴史の中で生まれ、育まれ、守り伝えられてきた貴
重な国民的財産である文化財を指定、選定、登録し、現 
状変更や輸出などに一定の制限等を定めた条例。 

 
 
 
 

保存樹木 
都市における美観風致の維持するため、「都市の美観風
致を維持するための樹木の保存に関する法律」に基づ
き、都市計画区域内の樹木又は樹木の集団について、市
町村長が指定する樹木。 

 
ま行                                      

三浦半島国営公園設置促進期成同盟会 
三浦半島への国営公園設置に向け、国への要望活動を
はじめ、自然観察会など機運醸成イベントを開催し、国
営公園の必要性などを県民へ周知等に取組んでいる会。 

三浦半島の自然環境の保全・活用に関する連携会議 
三浦半島 4 市 1 町による、三浦半島の自然環境を保全
し、活用してくために連携を図っている会議。 

民有樹林地 
個人及び法人が所有する樹林地について、市と保全契
約を締結することで、対象の樹林地の保全に対して一
定の支援金や、管理に対する技術的支援等が受けられ
る。 

 
や行                                      

谷戸地域住環境対策事業 
人口減少や少子高齢化、空き家が増加する谷戸地域に
ついて、地域の特性を踏まえた住環境の改善を実施す
る事業。 

横須賀エコツアーサポート協会 
横須賀エコツアーが盛り上がり、また継続的に実施さ
れていくことを目指し、エコツアーを実施する団体を
支援・応援する組織として設立。 

（仮称）YOKOSUKA ビジョン 2030 
人口減少や少子高齢化の進展等により生ずる社会変化
を捉えた中で、市民が期待や希望が持てるような横須
賀の未来像を皆で描き、そこに向かって進むべき方向
性を示した計画。 

 
ら行                                      

立体公園制度（立体都市公園制度） 
適正かつ合理的な土地利用を図る上で必要がある場合
には、都市公園の下部空間に都市公園法の制限が及ば
ないことを可能とし、都市公園の区域を立体的に定め
ることができる制度。 

流域 
雨水が地形によって同水系の河川に集まる範囲。 

流域治水 
河川や下水道の管理者等だけではなく、流域内の他の
関係者も主体になって、流域全体で取組む治水。 



87 

４ みどりに関する市民意識 
これまで実施された各種アンケートにより、市民がみどりや自然環境などについて、以下のよう

な意識を持っていることがわかります。 

（１）「横須賀市の魅力」について 

本市の魅力についての調査結果では、３つまでの複数選択にて「海や緑などの自然環境に恵まれ
ている」が 81.0％と最も多く、次いで「魚介類・農産物などが新鮮で、豊かな食生活ができる」が
47.1％、また、５位には「観光資源や歴史的資産に恵まれている」、７位には「道路、公園などの
都市基盤が整備され、生活するのに便利である」など、上位に「自然環境の恵み」や「みどり」に
関する回答を得ています。 

横須賀市の魅力の項目（上位 8つ） 
平成 29 年１月 平成 25 年 1月 

前回比 
順位 

回答割合
(％) 

順位 
回答割合
(％) 

海や緑などの自然環境に恵まれている 1 81.0 1 83.4 ▲2.4 

魚介類・農産物などが新鮮で、豊かな食生活ができる 2 47.1 2 45.2 1.9 

大都市に近く、通勤・通学に便利である 3 42.6 3 43.7 ▲1.1 

国際色豊かである 4 30.3 4 22.9 7.4 

観光資源や歴史的資産に恵まれている 5 16.5 5 18.2 ▲1.7 

犯罪が少なく、防災面も充実していて安心して暮らせる 6 13.7 9 9.0 4.7 

道路、公園などの都市基盤が整備され、生活するのに便利である 7 11.4 6 16.8 ▲5.4 

地域での人間関係がとてもよい 8 11.1 7 12.8 ▲1.7 

 
 

（２）「横須賀市への定住意識」について 

本市への定住意識の調査結果では、「今住んでいるところに住み続けたい」の 55.7％、「横須賀
市内のどこかに住み続けたい」の 13.6％、「一度は市外に出たいが、いずれは戻ってきたい」の
2.3％を合わせ 71.6％に上り、定住意識の高さがうかがえます。 

 
 

 

（３）「横須賀市に住み続けたい理由」について 

 横須賀市への定住意識において、「今住ん
でいるところに住み続けたい」、「横須賀市内
のどこかに住み続けたい」、「一度は市外に出
たい（出る）が、いずれは戻ってきたい」と回
答された方を対象に、その理由を２つまで選択
していただいた結果では、住みなれているを除
き、生活環境に関連する項目が多く選択されて
おり、重要度の高さがうかがえます。 

 

調査年度 

①今住んでい
るところに 
住み続けたい 

②横須賀市内
のどこかに 
住み続けたい 

③一度は市外に
出たいが、いずれ
は戻ってきたい 

④市外に 
転居したい 

⑤どちらとも 

言えない 
①＋②＋③ 

令和２年 55.7 13.6 2.3 9.5 18.9 71.6 

平成 30 年 61.4 19.5 - 19.1 - 80.9 

平成 29 年 62.3 21.3 - 16.4 - 83.6 

平成 28 年 64.8 17.5 - 17.7 - 82.3 

平成 27 年 63.5 18.5 - 18.0 - 82.0 

市内に住み続けたい理由（上位 8つ） 回答割合(％) 

住みなれている 54.0％ 

交通の便がよい 24.9％ 

自然環境が豊か 22.2％ 

買い物など日常生活に便利 18.8％ 

親・親族が近くに住んでいる 18.6％ 

ご近所や友人など人間関係がよい 10.2％ 

災害への心配が少ない 7.8％ 

高齢になっても安心して生活ができる 4.5％ 

※四捨五入しているため、、回答割合の合計は 100％にならない 

出典：横須賀市総合計画進行管理報告書（平成 29 年（2017 年）９月）より 

※平成 30 年までのアンケートは③・⑤の選択肢がないため、空欄とする。 

出典：横須賀市民アンケート報告書（令和２年（2020 年）６月）・（平成 30 年（2018 年）９月） 

      基本計画重点プログラム市民アンケート報告書（平成 29 年（2017 年）９月）より 

 

※回答は２つまでの複数選択のため、回答割合の合計は100％にならない 

※着色    は上位 3 項目     

出典：横須賀市民アンケート報告書（令和２年（2020 年）６月）より 
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（４）「都市のイメージ」について 

横須賀市の「現在の都市のイメージ」と「望ましい都市のイメージ」について、「自然環境に恵
まれたまち」の回答が現在の都市のイメージとして 51.7％、望ましい都市のイメージとして 24.0％
と、「自然環境に恵まれている」というイメージが強いことがうかがえます。 

 

 

 

（５）「関心のある環境や環境に配慮した取り組み」について 

環境や環境に配慮した取り組みに「関心がある」、「やや関心がある」と回答された方を対象
に、どんなことに関心があるかを 2 つまで選択していただいた結果では、「自然災害の防止、抑
止」が 44％、「自然（海やみどり）の保全、活用」が 35％となっており、自然災害やそれを防ぐた
めの整備について比較的関心が高いことがうかがえます。  

現在の都市イメージの項目（上位 8つ） 
平成 29 年 1月 平成 25 年 1月 前回比 

順位 割合(％) 順位 割合(％) 29-25 

米軍基地・自衛隊がある「基地のまち」 1 92.8 1 88.6 4.2 

豊かな自然が残されている「自然環境に恵まれたまち」 2 51.7 2 49.4 2.3 

首都圏への通勤者が多い「住宅中心のまち」 3 35.7 3 38.9 ▲3.2 

農業・漁業が盛んな「農・漁業のまち」 4 24.2 4 22.9 1.3 

外国人との交流が盛んな「国際交流のまち」 5 21.2 5 17.4 3.8 

市外から多くの人が訪れる「観光・レジャーのまち」 6 11.2 6 11.7 ▲0.5 

ごみのリサイクルや地球温暖化対策など「環境にやさしいまち」 7 8.5 9 8.5 0.0 

自動車産業などが盛んな「工業のまち」 8 6.7 10 7.5 ▲0.8 

望ましい都市イメージの項目（上位 8つ） 
平成 29 年 1月 平成 25 年 1月 前回比 

順位 割合(％) 順位 割合(％) 29-25 

高齢者・障害者をはじめとした「誰しもが安心して暮らせるまち」 1 44.1 1 40.9 3.2 

防犯・防災体制が整った「安全・安心なまち」 2 34.7 2 38.5 ▲3.8 

商業施設が充実した「にぎわいのあるまち」 3 27.9 4 26.3 1.6 

保育所など子育て環境が充実した「子育てのまち」 4 26.4 6 22.1 4.3 

豊かな自然環境が残されている「自然環境に恵まれたまち」 5 24.0 5 25.0 ▲1.0 

健康づくりのための施設や医療機関が充実した「健康増進・医療福祉のまち」 6 23.6 3 29.5 ▲5.9 

道路、公園など都市基盤の整った「生活に便利で快適なまち」 7 21.9 7 20.3 1.6 

外国人との交流が盛んな「国際交流のまち」 8 15.4 13 10.6 4.8 

44%

35%

33%

29%

21%

12%

10%

9%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自然災害の防止、抑止

自然（海やみどり）の保全、活用

気候変動への適応、地球温暖化対策（省エネル

ギーの推進、再生可能エネルギーの普及）

ごみの減量化、資源化、適正処理

生活環境（大気、水質等）の保全、改善

生物多様性（地球上の生き物たちのつながり）の保

全、活用

身近な公園の機能の充実

自然とふれあう機会や場の提供

その他

出典：横須賀市の環境についてのアンケート調査（令和２年（2020 年）12 月）より 

※四捨五入しているため、、回答割合の合計は 100％にならない 

出典：横須賀市総合計画進行管理報告書（平成 29 年（2017 年）９月）より 
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（６）「身近な環境」について 

身近な環境に感じていることについて、「最近、気候の変化が顕著になっている」の回答が 95％
と、気候変動が課題になっていることがうかがえます。また、みどりの豊かさ、地産地消、自然と
ふれあう場や公園についての満足度も高いことがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）「横須賀市の将来の環境」について 

「みどりが豊かで、水辺や里山などの自然を身近に感じることのできるまち」が最も多く、43％
の市民が望ましい将来の環境として捉えていることがうかがえます。 
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33%
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44%
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4%

4%

9%
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10%

19%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

最近、気候の変化が顕著になっている

（大雨・猛暑等）

森や林などの自然のみどりが豊かである

地元（横須賀）産のものを買ったり、

食べたりできる（地産地消）

公園や生垣、街路樹などの身近なみどりが

豊かである

利用しやすい公園が身近にある

自然とふれあう場所・ふれあう機会がある

昆虫や魚、鳥などの生き物が多くみられる

悪臭、騒音、振動の心配がなく、快適な生活

環境である

ごみのポイ捨てなどがなく、まちがきれいであ

る

海辺や河川など、水辺の状態がよく、きれい

である

そう思う 少しそう思う あまりそう思わない そう思わない

43%

36%

29%

26%

20%

19%

10%

8%

1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

みどりが豊かで、水辺や里山などの自然を身近に感

じることのできるまち

大気汚染、騒音、振動などの環境問題のない、健康

で安全に暮らせるまち

今の環境を改善しつつ、後世にも引き継ぐことのでき

る持続可能なまち

横須賀独自の歴史や伝統・文化を大切にするまち

環境にやさしいくらしが定着したまち

３R（リユース・リデュース・リサイクル）の取り組みが進

んだ省資源でクリーンなまち

太陽光や風力等の環境負荷の少ないエネルギーが

活用されたエコなまち

幅広い世代が環境について知る・考えることのできる

まち

その他

※四捨五入しているため、、回答割合の合計は 100％にならない 

出典：横須賀市の環境についてのアンケート調査（令和２年（2020 年）12 月）より 

出典：横須賀市の環境についてのアンケート調査（令和２年（2020 年）12 月）より 
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（８）「市が重点的に取り組むべきこと」について 

「森林や自然海岸などの自然環境の保全を進めること」の回答が 56％と自然環境の保全が求めら
れていることがうかがえます。 

 

 

56%

25%

25%
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19%

16%
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7%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

森林や自然海岸などの自然環境の保全を進めるこ

と

太陽光や風力等の環境負荷の少ないエネルギーの

利用を進めていくこと

廃棄物を有効利用するための施策

（堆肥化、バイオマス発電への活用等）を進めること

リユース、リデュース、リサイクルを促進するための施

策の推進

自然とふれあえる環境教育や環境学習の場や機会

を充実させること

市民や事業者と協力して、環境保全活動ができる体

制を整えること

生物多様性の保全と外来生物の対策を進めること

電気自動車やプラグインハイブリッド自動車など、低

公害車の普及を進めること

環境に関する広報活動やイベントなどを実施していく

こと

その他

出典：横須賀市の環境についてのアンケート調査（令和２年（2020 年）12 月）より 

 


